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ア
メ
リ
カ
の
歴

代
大
統
領
の
中

で
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
ほ
ど
法
を
軽

視
す
る
よ
う
な
行

動
を
取
り
続
け
た

人
物
が
、
こ
れ
ま

で
い
た
だ
ろ
う
か
。
彼
は
「
Ｍ

Ａ
Ｇ
Ａ
（
ア
メ
リ
カ
を
再
び
偉

大
に
）」
を
掲
げ
な
が
ら
、
世

界
中
に
混
乱
を
も
た
ら
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
▼
例
え
ば
、

関
税
を
一
方
的
に
各
国
へ
課
そ

う
と
す
る
政
策
で
あ
る
。
し
か

し
、
関
税
を
引
き
上
げ
れ
ば
、

最
終
的
に
は
輸
入
品
の
価
格
上

昇
を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
国
民
の

負
担
が
増
す
こ
と
に
な
り
、
結

果
と
し
て
失
策
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
▼
ま
た
、

軍
事
力
を
背
景
に
他
国
へ
圧
力

を
か
け
、
自
国
に
都
合
の
よ
い

政
権
を
求
め
る
姿
勢
は
、
内
政

干
渉
と
の
批
判
を
招
き
か
ね
な

い
。
さ
ら
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と

歩
調
を
合
わ
せ
て
イ
ラ
ン
に
対

す
る
強
硬
姿
勢
を
強
め
る
な

ど
、
そ
の
真
意
が
理
解
し
難
い

場
面
も
少
な
く
な
い
▼
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
は
「
戦
争
を
し
な
い

大
統
領
」
が
長
所
だ
と
言
わ
れ

て
き
た
が
、
そ
の
評
価
さ
え
揺

ら
い
で
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
安
全
保
障
問

題
に
つ
い
て
も
、
関
係
国
が
自

ら
対
処
す
べ
き
だ
と
す
る
発
言

に
は
驚
か
さ
れ
た
▼
現
在
、
ア

メ
リ
カ
と
い
う
超
大
国
に
対

し
、
多
く
の
国
々
が
正
面
か
ら

異
議
を
唱
え
に
く
い
雰
囲
気
が

あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
が
続
け
ば
、
世
界
的

な
不
況
や
国
際
紛
争
の
拡
大
を

招
く
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い
。
こ
う
し
た
危
機
感
を
抱
い

て
い
る
の
は
、
果
た
し
て
私
だ

け
な
の
だ
ろ
う
か
。
世
界
の
指

導
者
に
は
、
よ
り
冷
静
で
責
任

あ
る
対
応
を
望
み
た
い
。

（
Ｙ
Ｓ
）

田中麻衣子
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「
一
部
保
険
外
療
養
」
は

凍
結
・
廃
止
を

理
事
会
声
明
を
発
表

皆
保
険
の
否
定
、
受
療
権
の
侵
害

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
追
加
負
担

中
止
・
撤
回
を
要
請

6・4国会行動

　

今
回
の
要
請
内
容
は
次
の
通

り
。
▽
診
療
所
の
経
営
改
善
、

▽
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
」
へ
の
患

者
負
担
追
加
の
中
止
、
▽
原
油

価
格
高
騰
に
伴
う
医
療
用
資
材

の
不
足
・
価
格
高
騰
対
策
、
▽

高
額
療
養
費
制
度
の
上
限
額
引

き
上
げ
の
延
期
・
撤
回
、▽
資
格

確
認
書
の
全
被
保
険
者
交
付
、

▽
消
費
税
「
損
税
」
の
解
消
―

の
６
点
。

医
療
機
関
の
窮
状
に

理
解
、
引
き
続
き

情
報
提
供
を

深
作
ヘ
ス
ス
議
員

　

深
作
ヘ
ス
ス
議
員
（
衆
・
国

民
）
と
は
、
主
に
医
療
用
資
材

の
不
足
に
つ
い
て
懇
談
。
深
作

議
員
は
、
供
給
の
滞
り
は
「
目

詰
ま
り
」
が
原
因
と
い
う
政
府

見
解
に
対
し
、
供
給
の
過
程
の

ど
こ
で
目
詰
ま
り
が
起
き
て
い

る
か
党
と
し
て
も
調
査
中
で
あ

る
と
し
た
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の

追
加
負
担
に
つ
い
て
は
、
例
え

ば
花
粉
症
は
１
シ
ー
ズ
ン
ご
と

の
受
診
が
多
い
た
め
、
ほ
ぼ
毎

月
受
診
す
る
高
齢
者
と
異
な

り
、
現
役
世
代
は
負
担
増
に
気

づ
き
に
く
い
と
指
摘
し
た
。

　

ま
た
議
員
は
、
国
会
質
疑
に

お
け
る
役
割
と
し
て
、
何
を
明

ら
か
に
し
て
ど
こ
に
歯
止
め
を

か
け
る
か
に
重
き
を
置
く
必
要

が
あ
る
と
し
、
協
会
に
対
し
引

き
続
き
の
情
報
共
有
を
求
め
た
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
追

加
負
担
「
声
を
あ
げ

る
こ
と
が
重
要
」

畑
野
君
枝
議
員

　

畑
野
君
枝
議
員
（
衆
・
共
産
）

と
の
懇
談
で
は
、
ま
ず
４
月
末

の
厚
労
省
レ
ク
チ
ャ
ー
（
要
請
）

の
設
定
、
及
び
そ
の
結
果
に
よ

り
通
院
・
在
宅
精
神
療
法
の
施

設
基
準
が
一
部
緩
和
さ
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
協
会
よ
り
謝
辞
を

述
べ
た
。

　

懇
談
で
は
医
療
用
資
材
の
不

足
が
続
く
現
状
や
一
部
保
険
外

療
養
（
保
険
外
し
）
が
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
に
と
ど
ま
ら
な
い
危
険

性
、
物
価
高
に
お
け
る
医
療
機

関
経
営
の
苦
境
な
ど
幅
広
く
意

見
交
換
し
た
。
畑
野
議
員
は
一

部
保
険
外
療
養
の
問
題
に
つ
い

て
「
今
後
も
声
を
あ
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
」
と
し
、
法
案
成

立
後
も
凍
結
・
廃
止
を
求
め
る

運
動
に
理
解
を
示
し
た
。
最
後

に
「
ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負
担
増

請
願
署
名
」
の
紹
介
議
員
を
受

諾
。
署
名
１
千
５
３
２
筆
を
提

出
し
た
。

◇

　

坂
井
学
議
員
（
衆
・
自
民
）

秘
書
と
は
、
医
療
用
資
材
の
不

足
問
題
で
懇
談
。
協
会
か
ら
医

療
用
手
袋
（
グ
ロ
ー
ブ
）
等
の

高
騰
・
不
足
の
実
態
、
備
蓄
グ

ロ
ー
ブ
の
発
注
に
お
け
る
手
続

き
の
煩
雑
さ
等
を
指
摘
。
坂
井

議
員
秘
書
は
備
蓄
グ
ロ
ー
ブ
が

円
滑
に
供
給
さ
れ
な
い
事
態
が

あ
れ
ば
対
応
し
た
い
と
応
じ
た
。

　

鈴
木
馨
祐
議
員
（
衆
・
自
民
）

秘
書
と
の
懇
談
で
は
、
原
油
不

足
に
伴
う
医
療
用
資
材
の
不
足

に
つ
い
て
要
請
を
行
い
、
メ
デ

ィ
ア
で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る

医
療
用
グ
ロ
ー
ブ
に
加
え
、
軟

膏
缶
、
水
薬
瓶
、
分
包
紙
、
滅

菌
バ
ッ
グ
の
供
給
に
も
影
響
が

出
始
め
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

　

金
澤
結
衣
議
員
（
衆
・
自
民
）

秘
書
と
は
、
今
次
診
療
報
酬
改

定
に
つ
い
て
懇
談
。
表
面
的
に

は
プ
ラ
ス
改
定
で
あ
っ
た
が
実

質
的
に
は
足
り
て
お
ら
ず
、
さ

ら
に
改
定
率
決
定
後
に
中
東
情

勢
が
悪
化
し
、
物
価
高
の
煽
り

を
受
け
て
い
る
と
し
て
、
医
療

機
関
経
営
へ
の
理
解
を
求
め
た
。

　

ま
た
金
澤
議
員
秘
書
は
医
療

用
資
材
の
供
給
に
つ
い
て
、
原

材
料
の
「
年
度
分
は
確
保
さ
れ

て
い
る
」
と
の
政
府
認
識
に
対

し
、
確
保
さ
れ
た
原
材
料
が
ど

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
供
給
さ
れ
る

か
、
ま
た
供
給
フ
ロ
ー
の
ど
の

過
程
で
滞
っ
て
い
る
か
に
つ
い

て
状
況
を
注
視
す
る
必
要
が
あ

る
と
し
た
。

　

上
原
正
裕
議
員
（
衆
・
自
民
）

秘
書
と
の
懇
談
で
は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類

似
薬
の
追
加
負
担
問
題
に
つ
い

て
、
社
会
保
険
料
の
負
担
が
減

っ
た
と
し
て
も
、
市
販
薬
は
処

方
薬
よ
り
高
価
で
あ
る
た
め
結

果
的
に
は
負
担
増
と
な
る
と
訴

え
た
。
ま
た
負
担
増
か
ら
受
診

抑
制
が
起
こ
る
懸
念
を
共
有

し
、
早
期
診
断
・
早
期
治
療
の

重
要
性
を
訴
え
た
。

　

新
田
章し

ょ
う
ぶ
ん文

議
員
（
衆
・
自
民
）

秘
書
と
は
、
主
に
医
療
用
資
材

の
供
給
に
つ
い
て
要
請
を
行
っ

た
。
医
療
用
グ
ロ
ー
ブ
（
１
千

枚
）
は
医
療
機
関
向
け
の
通
販

で
９
千
円
に
ま
で
高
騰
し
て
お

り
、
政
府
備
蓄
の
販
売
価
格
は

と
い
う
法
治
国
家
の
原
則
に
反

し
た
法
案
審
議
に
対
し
、
国
会

軽
視
だ
と
指
弾
し
た
。
そ
の
上

で
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
に
限
定
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
条
文
上〝
全

て
の
療
養
の
給
付
〟
と
読
め
る

部
分
を
削
除
す
べ
き
だ
と
し
た
。

　

こ
の
他
、
▽
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

は
医
療
用
医
薬
品
で
あ
り
、
市

販
薬
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
）
で
容
易
に
代

替
で
き
る
も
の
で
は
な
い
、
▽

５
割
超
の
自
己
負
担
水
準
は
保

険
と
し
て
異
常
―
等
を
指
摘
。

公
的
医
療
・
皆
保
険
の
理
念
を

揺
る
が
し
、
医
療
へ
の
ア
ク
セ

ス
権
を
損
な
う
「
一
部
保
険
外

療
養
」
の
凍
結
・
廃
止
を
強
く

求
め
た
。

比
較
的
安
価
で
は
あ
る
も
の

の
、
平
時
と
比
較
す
る
と
高
価

で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
グ
ロ
ー

ブ
や
水
薬
瓶
の
ほ
か
、
ワ
セ
リ

ン
等
の
薬
品
供
給
に
も
影
響
が

出
て
い
る
と
し
て
、
医
療
機
関

の
現
状
に
理
解
を
求
め
た
。

　

永
田
磨
梨
奈
議
員
（
衆
・
自

民
）
秘
書
と
は
、
医
療
用
資
材

の
供
給
に
つ
い
て
懇
談
。
中
東

情
勢
に
よ
る
影
響
は
物
価
対
応

料
の
想
定
外
で
あ
り
、
更
に
支

出
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
訴
え

た
。
ま
た
グ
ロ
ー
ブ
が
大
量
に

必
要
に
な
る
学
校
健
診
は
６
月

ま
で
に
終
え
る
必
要
が
あ
り
、

需
要
が
高
ま
る
時
期
に
供
給
が

不
安
定
と
な
っ
て
い
る
と
し
た
。

　

協
会
は
６
月
１１
日
、「
健
康

保
険
法
関
連
法
案
の
成
立
に
抗

議
す
る
と
と
も
に
『
一
部
保
険

外
療
養
』
の
凍
結
・
廃
止
を
求

め
る
」
と
題
し
た
理
事
会
声
明

を
発
表
し
た
（
３
面
）
。

　

声
明
で
は
、
５
月
２９
日
に
成

立
し
た
「
健
康
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
の
強

行
採
決
に
抗
議
。
と
り
わ
け
、

保
険
外
併
用
療
養
費
制
度
の
一

類
型
と
し
て
創
設
さ
れ
る
「
一

部
保
険
外
療
養
」に
対
し
て
は
、

制
度
趣
旨
を
逸
脱
し
て
い
る
と

指
摘
。
公
的
医
療
給
付
の
一
部

分
を
切
り
取
り
、
そ
の
費
用
を

患
者
に
転
嫁
す
る〝
保
険
外
し
〟

の
仕
組
み
だ
と
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
医
療
の
給
付
・
負
担

と
い
う
国
民
に
影
響
す
る
内
容

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
会
審
議

な
し
に
厚
労
大
臣
の
裁
量
で
決

め
ら
れ
る
規
定
に
つ
い
て
、
国

会
軽
視
・
民
主
主
義
の
否
定
だ

と
指
弾
し
た
。

　

法
案
審
議
で
は
一
部
保
険
外

療
養
の
適
用
範
囲
が
薬
剤
（
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
）
限
定
な
の
か
全

て
の
療
養
の
給
付
な
の
か
が
争

点
に
な
っ
た
が
、
政
府
回
答
の

不
明
瞭
さ
、
立
法
事
実
が
示
さ

れ
な
か
っ
た
点
を
指
摘
。
立
法

事
実
の
な
い
法
律
は
作
れ
な
い

畑野議員深作議員

　

６
月
４
日
、協
会
は
国
会
行
動
を
実
施
し
た
。二

村
副
理
事
長
、藤
田
・
宮
澤
両
理
事
が
参
加
し
、２

名
の
議
員
・
６
名
の
議
員
秘
書
と
の
懇
談
を
行
っ

た
。ま
た
、前
回
の
国
会
行
動
以
降
に
寄
せ
ら
れ
た

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
追
加
負
担
反
対
署
名
１
千
５
３

２
筆
の
提
出
を
行
っ
た
。

　JOY会は5月14日、「気をつけたい産婦人科疾患～産

婦人科の基礎・よくある女性の悩み～」をテーマに

第44回研究会を開催。講師はサラクリニック院長の

菊地紫津子氏が務め、会場・WEB合わせて27名が参加

した。

　氏はまず、産婦人科と言っても、産科と婦人科で

は扱う分野が微妙に違うことを解説。前半は婦人科

の基礎である月経困難症をはじめとした女性特有の

疾患や性感染症について、また産科の基礎である妊娠から出産までや不

妊、避妊についてそれぞれ図を示して説明した。後半では、「女性を見た

ら妊娠と思え」という言葉とともに、他科に腹痛や吐き気等で受診した

患者が産婦人科疾患や妊娠である可能性を実際の例を挙げて紹介した。

また、近年多く報じられている性被害についても触れ、加害者は知人で

ある割合が高いことや、性別・年齢にかかわらず被害を受ける可能性が

あることに言及した。最後に、産婦人科以外の医師にも知っていてほし

いこととして、性被害を受けた場合

のホットラインについても紹介した。

JOY会研究会JOY会研究会

他科も気をつけたい他科も気をつけたい
産婦人科疾患産婦人科疾患

講師の菊地氏


